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１． 研究計画の概要 
本研究では、発話毎の多様性を実現した、自
然性の高い対話音声の合成出力を目的とし、
対話音声独自の韻律変化とその要因を解明
する。また、対話音声合成を可能とする入力
情報の特定、抽出を行う。このため、基本周
波数制御生成モデルを中心とした韻律制御
モデルを導出する。また、実用音声対話シス
テム、他言語への適応を考えた技術の一般化
を追求する。 
 
２．研究の進捗状況 
実際の対話音声にみられる多量の一語発

話「ん」を分析し、その発話印象は３次元（確
信・疑念、肯定・否定、好印象・悪印象）に
よって近似的に記述でき、韻律制御との対応
がとれることが判明した。「確信・疑念」、「肯
定・否定」に対応する印象は F0の時間変化
形状を現す４種のダイナミックパタン（上昇、
平坦、下降、上昇後下降）とよく呼応し「好
印象・悪印象」に対応する印象は基本周波数
F0の高さに反映される。 
これらの印象に対応する典型的な語彙か

らなる対話音声の分析を行い、その語彙自体
が有する印象情報と韻律との対応関係を分
析した。この結果、「ん」と類似の F0制御特
性を確認できた。この実験事実に基づき、語
彙が有する印象情報を利用した韻律生成法
を新たに提案した。これにより、これまで手
付かずだった対話音声合成に新たな方法論
を提供することができた。 
提案した対話韻律生成法の有効性を評価

するため、STRAGHT合成法を用いて典型的
な印象を持つ語彙からなる句の対話音声を
合成し、その自然性評価試験により提案法の

有効性を確認した。 
 また、発話印象と F0 変化形状パタンの対
応関係の言語普遍性を調べため、言語間に渡
る対話韻律生成実験を行った。作成した中国
語対話合成音声の自然性評価実験の結果、先
に提案した印象ベクトル表現に基づく韻律
生成法が言語共通に使用できる可能性を確
認できた。この実験を通じて発話印象と対話
韻律との関係は、二言語に共通であることが
判明した。 
 さらに、より一般的な対話合成への適応を
図るため、副詞、形容詞、終助詞からなる句
を用い、出力語彙に対応する心理印象量の組
み合わせと対話韻律の関係について分析を
進めた。この結果、各対話表現の韻律は、表
現を構成する各語彙が有する印象属性が与
える韻律特性の重ね合わせとして表出され
ることが確認でき、出力語彙の印象情報の利
用可能性が広い語彙の組み合わせに対して
確認できた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
研究提案時に目標とした、対話音声独自の韻
律変化とその要因を解明し、基本周波数制御
モデルを導出した。さらに、他言語への適用
可能性も確認でき、順調に推移している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
対話韻律生成の可能性拡大を図るため、複数
の語彙が有する印象情報から韻律制御を行
う方法について検討する。また、英語他さら
に適応対象を追加し、言語普遍性を追及する。 
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